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の許諾を得てください．

1999 年（平成 11 年）に理学療法士作
業療法士学校養成施設指定規則が改正さ
れてから 17 年．その間，超高齢化・少子
化の時代を迎え，介護保険制度，回復期
リハ病棟開始，地域包括ケアシステムの
構築が謳われた．精神保健法の改正，認
知症予防の徹底と認知症者への治療拠点
の確立と地域ぐるみでの取り組み強化
等，目まぐるしく法律や制度が変わって
いった．しかし，PT・OT教育はまった
く変わらずで，現実の変化とは大きな
ギャップが生じている．すなわち，社会
とのギャップであり，教育により新たな
社会への貢献ができない状態が続いてき
たのである．
これらの課題と向きあう意味も込め，

本号の特集は，「臨床実習の到達点を考
える」とした．到達点についてさまざま
な提案，思いが述べられた．また，実習
法も同様である．学校養成施設の考え方
も同様である．そして，病院や施設での
実習と，訪問リハ等の実習では実習形態
も実習目標も到達点も視点を異にする．
本号が発刊されるころには，17 年ぶり

の指定規則の改正検
討会が始まっている
ことであろう．検討
の重要項目になるの
は間違いなく臨床実
習のあり方であろ
う．2016 年（平 成
28 年）3 月および 5
月に阿部知子議員か
ら PT・OT教育，特

に臨床実習のあり方について国会質問が
あったことは記憶に新しいところであ
る．臨床実習中に自死した学生の保護者
は臨床実習施設および学校養成施設相手
に裁判を起こしている．その事件を受け
ての質問状であったと思われる．なかで
も，臨床実習ガイドラインがないことを
問題にされていた．医師の臨床実習も看
護師の臨床実習も臨床実習ガイドライン
を設けて，患者の尊厳を守りつつ臨床実
習成果を上げられるように，修得すべき
技術水準を明確にして，患者の協力を，
契約を交わすことで保証するようにして
いる．�なぜ，ないのか�，�よくこれで
50 年間やってきましたね�と．政府から
の回答は，今後，理学療法士等学校養成
施設の養成カリキュラムの全体見直しの
中で検討をするというものだった．17
年ぶりの指定規則の改正検討会では，德

永氏が誌上で予測されているように，大
きな改革，いわゆるパラダイムシフトの
様相を示すものと思われる．
本特集でいただいたご意見やご提案

は，間違いなく改正検討会の中で議論を
されていくものと思う．よいタイミング
で取り上げていただいたと感謝申し上げ
たい． （澤 俊二）©
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